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行木 紳一郎 

論文題名 

Title 

Persistence of SARS-CoV-2 neutralizing antibodies and anti-Omicron IgG induced by BNT162b2 
mRNA vaccine in patients with autoimmune inflammatory rheumatic disease: an explanatory study 
in Japan 
（日本の免疫疾患患者におけるBNT162b2 mRNAワクチン接種後のSARS-CoV-2中和抗体およ

びオミクロン変異に対する抗原特異的抗体の持続性の検討） 
論文内容の要旨(Abstract of Thesis) 
 

〔目 的(Purpose)〕 

自己免疫性リウマチ疾患（AIRD）患者は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のリスクが高いが、免疫抑制剤

がワクチン効果に及ぼす中期的影響は不明である。我々は、BNT162b2（Pfizer-BioNTech）ワクチンを2回投与した

AIRD患者において、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）野生型およびOmicron株をはじめとした変異株（VOC）に対

する免疫応答の持続性を検討した。 

 

〔方法 (Methods)〕 

血清中の中和抗体価（NAb）、各VOCの受容体結合ドメイン（RBD）/スパイクタンパクに対する抗原特異的抗体価、

野生型およびOmicron株のスパイクタンパクペプチドに対する抗原特異的T細胞応答を測定した。また、BNT162b2に

よる液性免疫反応に対する免疫抑制剤の短期および中期的な影響について、ワクチン接種前（Term 1）、2回目の

ワクチン接種後14～42日（Term 2）および100～200日（Term 3）のNAbを解析した。 

 

〔結果 (Results)〕 
2021年2月1日から2022年2月28日まで、AIRD患者439名と健常者146名を対象に調査を行った。Term 2およびTerm 3

における血清SARS-CoV-2中和抗体の陽性率およびNAbは、AIRD患者では健常者と比較して有意に低かった。関節リ

ウマチ患者においては、Term 3ではTNF-α阻害薬（TNFis）の使用、Term 2および3では高齢、グルココルチコイ

ド、アバタセプトの使用が液性免疫反応低下のリスク因子となった。 

Omicron株に対する抗原特異的抗体価は健常者、AIRD患者ともに野生型に対するものより低く、健常者に比べて

AIRD患者でより低かった。また、Omicron株に対する抗原特異的抗体価はNAbと強く相関した。 

Omicron株に対する抗原特異的T細胞応答は健常者に比べてAIRD患者で低かったが、野生型に対するものと差は認め

られなかった。また、一部のSLE、RA患者では中和抗体価とT細胞応答が乖離しており、中和抗体価が陰性でもT細

胞応答がみられる症例が認められた。 

 

〔総括（Conclusion）〕 

グルココルチコイド、TNFis、アバタセプトの使用は、2回のmRNAワクチン投与後のOmicron株を含むSARS-CoV-2に

対する液性免疫反応の持続性に負の影響を及ぼす。これらの知見は、AIRD患者に対する追加ワクチン接種のタイミ

ングに役立つと考えられる。 

 




